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(序)
AL-Cu合金車Q)GT.P.ゾーンq'適法に関する徒東 ｡代表的な節電の毒泉 をえ1に示す. こ

れもと含め後 マな手段で数争くの研究が威されてきたU,GT.㍗.ソホー ンの詳細を適盗･組成

は未 だに明 日再こを,ていをt)｡

AL-Cu.合金中の研.ゾ ーンのモfルY･して挽左最古広く受け入れSJtているの'よGerold
のモデルll]でもろう｡これ広, a.P.ソナー yは tJOOi面上にCu原子が/00Zの濃度で集合し

た骨相に艶合を草庵07クラスターであ),GT.P.ゾーy)こ隣賂すぎを庵のAL原子面絹 .P.デ
ーノ個へ湾曲している℃し-うものである｡たたJL二g)iデル は全豪勘 こ皇帝されてL)3わ

けでl主な=B 二4,もデルのう53/oof凱こCA贋手か集合するト ーうこtL,良計,母相 の肱
原子壷 .よG:P.ソーーン側へ湾曲 して､,るt､-ラここ‖巨竜的そこt に繍してはぎ編 があ3.

廟ん蒔 〕.〔3〕)の2,烹 Tii し い と川 てし,う｡しかしG.㍗.ソ㌧ 76?季ミヤC"演nfi_Zこ7 ､一て吐.

恥 受渡与良と珂し､た折衷巷間でき急患 U好かれたfよであう｡

極 めて敏 J卜なq･ア･ソp-ンの頒象や組成を決定日 ド照 して′札束の愛康子乾 色周､一七喝

令,データの解析ヤ像の解釈が困難であ7た｡こA Lこ対してアトム･プローブーフ っ -JL,

い イオソ葬嫉射 Ap-F川 )は原理釦 こ】ま容易に射 り膚わ 観察 ･何色がす鮭で

あるたb,軌 I､領域4,史書的を厨定には碑在最古虚し長官畢チ絶t･-ある乙茸ん;人3.A

節愛 はAp-F川 を用u てAL-Ck合金車の6.7.ゾーンも牙和 し′そ4'鹿追 ･組成 と沃直

しよう乙就みた占のであ5 .

表.1従来の代表的な研究

ElectronMicroscope FINX-ray

Gerold
Toman
Do上
Jamesand Liedl
Guillotetal.

Fontaineetal.

Auvrayetal.

Lengelerand Eisenberger
Hatsubaraand Cohen

Phillips
Yoshida etal.

Sato et al.

Yoshida et al.
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Abe et al.
Morietal.

Hon° et al.



く嚢療古漬)
試料法帖/.7AtZCLL合金を孟鹿0.3q 4'フイヤーに線引 きし.由化 で淳港北 節理乳 J30｡C

で/POD"ふ時効 し長b中である｡=九と専静研磨 Lてより缶端 も鋭 くLて(これ ともip y攻ふっ

観察Aq分析互好をフ毛｡

太研究で虎尻したAp-F=1は固エの席鑑 と表すろ古ので, こ れ に つ いて任地 9億 丈

r軌 =斉 しく述ヾ 与れてし､るQ)で. こ こで 吐執筆 lこ僚窪 のみ と逓･1･る.tip95･/0-20加触

れた他盈】こイオン像観察用スク･)-ソ併あ).鹿で点射さ小机象互観察しをかStJ･pを回

あ さと.鹿の中央にあさP卜Obe-ry,te乙如 寸心る和 こか卸 したt'嶺威 息合わtる｡ち.･p に南

噂岬 'てし､掴 庄(VDC)lてわi,雪見JH レス(VpuLSE)ぇれ ナるY_′顧問町こ毎 表面の凍

ナゼリ オンt.を,て忍び･出す 巨 小と電界蓋蒐 乙ヰぶ).電軍票乾しT:イオンのラ5㌍k

ムoteも盛再如 た古のだけg値布之絶する｡恒 にかす;小[<曹jil-oJV久味同時 lくタイ マ

ー%スクリ 壬eて､1307で′電界慧籍 レたイオン雅 弘雷 に到遷す言責での承暦時間q

わかる｡こ小り イオンの後置-電荷¢払左京4'る こ 乞U でさ′席3-の同定寸rでき石.

骨材は./0-gToT,,地中で,iTP湿度 :Son,ev叩 OratLIO4,mte:gx/0-阜TO･"/p〝Lfe′

㌣lse仲ナこ0(VpuL3邑/V,i)‥0･E で如 ,た｡avaporatro… te 星座くLT:のぼ篠出鼻-

クイオンの尉呼到着乏避 けiためで盛),PUlJe相子t10を太 守 くLたク LSAeの優先菜発も

帝ぐた,妙であ5 0

CJIYO PULAP

囲.1 Ap-FIMQ)篠式回[4]
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く鹿果)
乳2,'に余すように′6.アイ ー ンダ(001)

面上に親 84,1=とこ3でヂローブ･太一Juと

(001)面 に合 わtて分析したb 7oローブ･

ホールはG.㍗.ゾ､- yで烏 金 に産 わ小 ていi

ので,奇相 tを.P,tJ--ソ乙と何時に弁耕 T

う ヱいうことtfレて､､なし)｡

El.3は検出されたイオンりじストグラム

で ある｡AL吐】傭 尽q2億 のイ オ ンY.して

緩怠さk,CtL正日面のイオノ及qJ噛

q)太秦化物イオソY.して大帝からY演出

され た｡ このようにALtCAは密告に有

艶 レ乙膿 血するこ乙ができS｡

乳与は就料に卓､すたパルスの累積数

に舟 して.彼出すJ4たイオソの累殖数

も放乱され 机 膏にプロ-)トしたもので

名 言 ｡ L原子膚の(00リ 面かJ700-

ブ ･ホールに入3イオノの佃数は.励

わ沈10個鐘息であ),曹丘クエ昇と併

tて30個鑑か て増加 レT=｡康 弘さJt.たJ

オノは臥卒のように各寮子面にすすi

Jt.そ小で小Q)原子壷のCL濃度 吐乳S

のよう･=決定ミ小 3｡ こ のGT.P.I).-ン

故4層の卓さも浄S. そり平均CK虜度

a:みよそ27akXTあ フた｡
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この育.P.ゾーンと分布 し終 フ た磯 舌′

そのきま分朴 を綬 ナ左｡包bLま篠出 さJt

た全イオy甲羅席数 7:対 し7:,頗 量 5'小

たCuイオンの君積数と膚よ さ小 た嶋に7｡

ロ･アトレ毛もりであ言｡最初 L=息女傾斜

の領域(A)があ), こ 小 丘 缶 ア.tJ+- ン lこ

如きす5｡虎 に比薮的銘ヤ小を磯 子の頗

威(β)か親 水 ′ そ07か こ非帝l二億ヤi＼古

顔餅の領威 (C')il･現町 最後Jこ領域 (冒)

tほほ頂 じ僻 の領域(D)ダ頚木たo飽

痩(C)は母相 に相生する｡ここで碍 ;Jl

たCu濃度 (o･7E 土 0､2at.XCtL)ば. 育.ア.
ソ･'-ンのSOIvus教戒 に7 17ての温泉4,節

コU
J
O

∝
u
E
]三
n

N

N〕MBEROFAl+Cu

軋る 慮 出された全 うオンq)某席数に対し7,ノ

凝乳日 た̂CIAjオンの累嶺教を
嬢玖 され た順 Lこ70ロ･tJト した去り

(馴 ～EJジもか 領 域 互恵レて-3)

寓偉釆(抑iばB])とはか 変 レ七､､言｡

また領射 B)及び(D)はガ耕 し声 (?0/)面に垂直麦年･Ptゾ､一ンに鵡婆すS と考え;帰 o

この埼食卓.?.ソーーン乙母加 tと何軒 こ今舟 して､-3たわ ′ 領域 (a)･(D)Q'平均C払渡か まそ

れを~れ 3.g･2.EatYcCilと赦い伯 にな7てし､るo

他 にいく7小のG･.P.デ ーンを舟耕 した紹泉 ′ 多少の鼻 はあ った か しげ Lれu E ～ iSatYoC･仏

の鹿 凱こ入り,これ51の平和 よ3fcttZ C"であフた0

本新発で碍 5-人たGT.P.デーン0)CJ濃度)よ,一 級に牽サ人血 抽 て ､､言値日 吉かを)イみ

い ｡ しかしJan,esとLIedlの顔痩lb]のように本研究lこ近い結論 七得 て し-言古のiあさQA,い
Ch合金の平衡柏であ50梱り組成 は33at7oCLLTあ),8相へ連線的に鵜好す3非平衡箱∂'
相 嬢e庵Y.同じ組成であ3｡6.P.ツ､､- ンqeV相 と経てe'sBへ釣行す5舌､ど うか は明 主かで

五､-が′GT.P.ゾ~-ン¢組成が平衡相で訪30相 の組成翫 troC叫):連 ､1こ こ lま不 合理 と珠孝

ん 5机 か )｡
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